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(57)【要約】
【課題】無線通信システムにおけるデータ伝送のための
新しい解決策を提供する。
【解決手段】本開示の実施形態は、無線通信システムに
おけるダウンリンク／アップリンクデータ伝送に関する
。本開示の実施形態では、無線通信システムにおけるデ
ータ伝送のための方法が提供される。その方法は、ユー
ザ機器に反復回数を指示するダウンリンク情報を伝送す
ることを備え、アップリンク伝送は、ダウンリンク情報
に従って調整される。ダウンリンク情報は、ＰＤＣＣＨ
によって伝送されてもよい。また、アップリンク伝送は
、ＰＵＳＣＨであってもよい。
【選択図】図３Ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器に反復回数を指示するダウンリンク情報を伝送すること
　を備え、
　アップリンク伝送は、前記ダウンリンク情報に従って調整される、
　無線通信システムにおけるデータ伝送のための方法。
【請求項２】
　前記ダウンリンク情報は、ＰＤＣＣＨによって伝送される、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記アップリンク伝送は、ＰＵＳＣＨである、
　請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ユーザ機器は、カバレッジ拡大モードで構成される、
　請求項１から３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＰＤＣＣＨは、ＭＴＣ（マシン・タイプ・コミュニケーション）用である、
　請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　反復回数を指示するダウンリンク情報を受信することと、
　前記ダウンリンク情報に従ってアップリンク伝送を調整することと、
　を備える、無線通信システムにおけるデータ伝送のための方法。
【請求項７】
　前記ダウンリンク情報は、ＰＤＣＣＨによって受信される、
　請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記アップリンク伝送は、ＰＵＳＣＨである、
　請求項６又は７に記載の方法。
【請求項９】
　ユーザー機器は、カバレッジ拡大モードで構成される、
　請求項６から８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＰＤＣＣＨは、ＭＴＣ（マシン・タイプ・コミュニケーション）用である、
　請求項７に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示の実施形態は一般に無線通信技術に関し、特に、無線通信システムにおけるダウ
ンリンクデータ伝送のための方法及び装置、並びに無線通信システムにおけるアップリン
クデータ伝送のための方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　モバイルデータサービスの絶え間のない増加によって第３世代パートナーシップ・プロ
ジェクト（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ：
３ＧＰＰ）という組織は、ロングターム・エボリューション（ｌｏｎｇ－ｔｅｒｍ　ｅｖ
ｏｌｕｔｉｏｎ：ＬＴＥ）規格とＬＴＥアドバンスド（ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ：ＬＴ
Ｅ－Ａ）規格を作成してきた。次世代セルラ通信基準として、ＬＴＥ又はＬＴＥ－Ａｄｖ
ａｎｃｅシステムは、周波数分割複信（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐ
ｌｅｘ：ＦＤＤ）モードと時分割複信（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ：Ｔ
ＤＤ）モードの両方で動作可能である。
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【０００３】
　マシン・ツー・マシン（Ｍａｃｈｉｎｅ　ｔｏ　Ｍａｃｈｉｎｅ：Ｍ２Ｍ）コミュニケ
ーションは、マシン・タイプ・コミュニケーション（Ｍａｃｈｉｎｅ－Ｔｙｐｅ　Ｃｏｍ
ｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ：ＭＴＣ）とも呼ばれる、新興の通信パターンである。これは、
人の介入を伴う又は伴わない、コンピュータ、組み込みプロセッサ、スマートセンサー、
アクチュエータ、及びモバイルデバイスの間での通信を表し、極限の又は危険な環境でセ
ンシングするような多くのアプリケーションで非常に有利である。一般的に、ＭＴＣ　Ｕ
Ｅｓの多くは、ＧＳＭ／ＧＰＲＳによって適当に扱うことができ、従って、それらを低コ
ストで実行することができるローエンドのアプリケーション（ユーザ当たりの平均収益が
低い、低データレート）をターゲットにしている。
【０００４】
　ＬＴＥの展開が進むにつれて、無線アクセス技術（Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｔｅｃ
ｈｎｏｌｏｇｉｅｓ：ＲＡＴｓ）の数を最小にすることにより、ネットワーク全体のメイ
ンテナンスのコストを減らすことが望まれている。しかし、ＧＳＭ／ＧＰＲＳネットワー
クへの依存度が高くなっている分野で、より多くのＭＴＣ　ＵＥｓが展開されているので
、これらのネットワークを操作するためのコストが増加する。従って、ローエンドのＭＴ
Ｃ　ＵＥｓをＧＳＭ／ＧＰＲＳからＬＴＥネットワークへ移行させることができるのであ
れば、非常に有益である。
【０００５】
　ＬＴＥリリース８から１１で、データ伝送が中程度の又は高いＳＮＲ（ＳＮＲ＞－５ｄ
Ｂ）用に設計されることが知られている。しかし、ＭＴＣ　ＵＥのＳＮＲは－２５．３ｄ
Ｂ程度に低くなりうる。従って、現在利用可能なＬＴＥリリースでは、ＭＴＣ　ＵＥｓを
サポートすることはかなり難しい。
【０００６】
　図１Ａは、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１１で提案されたダウンリンク参照信号（ノーマ
ル・サイクリック・プレフィックス（ｎｏｒｍａｌ　ｃｙｃｌｉｃ　ｐｒｅｆｉｘ））の
マッピングを示す。図示されるように、１つのアンテナポート、２つのアンテナポート及
び４つのアンテナポート用のダウンリンクのセル固有参照信号（ｃｅｌｌ　ｓｐｅｃｉｆ
ｉｃ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌｓ：ＣＲＳ）のマッピングが示されている。こ
の図では、それぞれのブロックがリソースエレメント（ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｅｌｅｍｅｎ
ｔ：ＲＥ）を表す。これらのポートの間での干渉を防止するため、１つのアンテナポート
で使用されるリソースエレメントは他のアンテナポートでの伝送には使用されず、またそ
の逆もない。図１Ｂは、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１１で規定された、Ｒｅｌ．８に基づ
くＣＲＳ構成を概略的に示す。図示されるように、ステップＳ１０１では、進化型Ｎｏｄ
ｅＢ（ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ　Ｂ：ｅＮＢ）が、無線リソース制御（Ｒａｄｉｏ　Ｒ
ｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ：ＲＲＣ）シグナリングによってユーザ機器（ｕｓｅｒ
　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ：ＵＥ）に対するセル固有アンテナポートの番号を表すアンテナポ
ートカウント（ａｎｔｅｎｎａＰｏｒｔｓＣｏｕｎｔ）を送信する。次に、ステップＳ１
０２では、ｅＮＢが対応するアンテナポートでＵＥにＣＲＳを送信する。ＵＥはアンテナ
ポートカウントによって示されたアンテナポートでＣＲＳを受信し、ステップＳ１０３の
ように受信したＣＲＳに基づいてチャネルを推定する。その後、ＵＥはチャネル推定結果
に基づいて検波を実行する。しかし、上述したように、図示したＣＲＳパターンは中程度
の、及び高いＳＮＲに設計され、従って、非常に低いチャネル推定精度となる可能性があ
るため、ＭＴＣに適用することができない。
【０００７】
　ＭＴＣ　ＵＥの移行に関して、３ＧＰＰは、低ＳＮＲ域でＭＴＣ　ＵＥｓをサポートす
る可能性を検討するための検討事項に着手した。Ｒ１－１３０２３７では、ＭＴＣ用のＬ
ＴＥリリース１０で復調参照信号（ｄｅｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ ｓｉ
ｇｎａｌｓ：ＤＭＲＳ）の構成を使用し、パワーブーストの適用を勧めることが提案され
た。図２Ａは、アンテナポート７、８、９及び１０（ノーマル・サイクリック・プレフィ
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ックス）でのＵＥ固有参照信号（ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇ
ｎａｌｓ）のマッピングを示し、図２Ｂは、リリース１０（３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１
１＆ＴＳ　３６．３３１）に基づいたＤＭＲＳ構成を示す。図２Ａに示されるように、ア
ンテナポート７と８は同一のマッピングを有し、アンテナポート９と１０は同一のマッピ
ングを有する。これは、ＭＴＣでは、ポートの間での干渉を防止するため、アンテナポー
ト７及び８のいずれかとアンテナポート９及び１０のいずれかとを使用するだけでよいこ
とを意味する。図２Ｂでは、アンテナポート７及び９が使用されている。図２Ｂで示され
た処理は、ｅＮＢがアンテナポートカウントの代わりにＵＥに伝送モードｒ１０を送信し
、ｅＮＢがＣＲＳの代わりにＤＭＲＳをＵＥに送信することを除いて、図１Ｂのそれと実
質的に同様である。このように、Ｒｅｌ．８におけるＣＲＳのように、ＤＭＲＳ構成は低
ＳＮＲでのＭＴＣにはまだ適していない。
【０００８】
　従って、ＭＴＣのような低ＳＮＲの通信においてチャネル推定の精度を向上させるため
の無線データ伝送の新しい解決策が必要とされている。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上述したことを鑑み、本開示は、従来技術の少なくとも一部の問題を解決する、又は少
なくとも部分的に軽減するために、無線通信システムにおけるデータ伝送のための新しい
解決策を提供する。
【００１０】
　本開示の第１の観点によれば、無線通信システムにおけるダウンリンクデータ伝送のた
めの方法が提供される。前記方法は、従来の参照信号と周波数領域で同じロケーションを
有するように設計される新型参照信号のための指示をユーザ機器に伝送することと、チャ
ネル推定に使用するため、前記新型参照信号と前記従来の参照信号とを前記ユーザ機器に
伝送することと、を備えてもよい。
【００１１】
　本開示の実施形態において、前記新型参照信号は前記従来の参照信号と時間領域で異な
るロケーションを有するように設計されてもよい。
【００１２】
　本開示の他の実施形態において、前記方法は、信号対雑音比に基づいて前記ユーザ機器
のための伝送反復回数を決定することと、前記伝送反復回数を前記ユーザ機器に伝送する
ことと、をさらに備えてもよい。
【００１３】
　本開示のさらなる実施形態において、前記方法は、パワーブースティングパラメータを
前記ユーザ機器に伝送することをさらに備え、前記新型参照信号は、前記パワーブーステ
ィングパラメータによって指示された増幅された電力で伝送されてもよい。
【００１４】
　本開示のまださらなる実施形態において、前記新型参照信号は、物理ダウンリンク共有
チャネルリソースが前記ユーザ機器のためにスケジュールされているときに伝送されても
よい。
【００１５】
　本開示の、さらに実施形態において、前記従来の参照信号は、セル固有参照信号及び復
調参照信号のいずれか１つを備えてもよい。
【００１６】
　本開示のまださらなる実施形態において、前記方法は、前記ユーザ機器のためのカバレ
ッジ拡大の指示に応答して実行されてもよい。
【００１７】
　本開示のさらに別の実施形態において、前記ユーザ機器に、前記新型参照信号と前記従
来の参照信号とを伝送するためのアンテナポートの番号を指示するアンテナポートカウン
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トを送信してもよい。
【００１８】
　本開示の第２の観点によれば、無線通信システムにおけるダウンリンクデータ伝送のた
めの方法がさらに提供される。前記方法は、従来の参照信号と周波数領域で同じロケーシ
ョンを有する新型参照信号のための指示を受信することと、前記指示に応じて前記新型参
照信号と前記従来の参照信号とを受信することと、前記新型参照信号と前記従来の参照信
号の両方に基づいてチャネル推定を実行することと、を備える。
【００１９】
　本開示の第３の観点によれば、無線通信システムにおけるダウンリンクデータ伝送のた
めの装置がさらに提供される。前記装置は、従来の参照信号と周波数領域で同じロケーシ
ョンを有する新型参照信号のための指示をユーザ機器に伝送するように構成された指示伝
送ユニットと、チャネル推定に使用するため、前記新型参照信号と前記従来の参照信号と
を前記ユーザ機器に伝送するように構成された参照信号伝送ユニットと、を備えてもよい
。
【００２０】
　本開示の第４の観点によれば、無線通信システムにおけるダウンリンクデータ伝送のた
めの装置がさらに提供される。前記装置は、従来の参照信号と周波数領域で同じロケーシ
ョンを有する新型参照信号のための指示を受信するように構成された指示受信ユニットと
、前記指示に応じて前記新型参照信号と前記従来の参照信号とを受信するように構成され
た参照信号受信ユニットと、前記新型参照信号と前記従来の参照信号の両方に基づいてチ
ャネル推定を実行するように構成されたチャネル推定ユニットと、を備えてもよい。
【００２１】
　本開示の第５の観点によれば、無線通信システムにおけるアップリンクデータ伝送のた
めの方法が提供される。前記方法は、従来の参照信号と周波数領域で同じロケーションを
有する新型参照信号のための指示をユーザ機器に伝送することと、前記新型参照信号と前
記従来の参照信号とを前記ユーザ機器から受信することと、前記新型参照信号と前記従来
の参照信号の両方に基づいてチャネル推定を実行することと、を備えてもよい。
【００２２】
　本開示の第６の観点によれば、無線通信システムにおけるアップリンクデータ伝送のた
めの他の方法が提供される。前記方法は、従来の参照信号と周波数領域で同じロケーショ
ンを有する新型参照信号のための指示を基地局から受信することと、チャネル推定に使用
するため、前記新型参照信号と前記従来の参照信号とを前記基地局に伝送することと、を
備えてもよい。
【００２３】
　本開示の第７の観点によれば、無線通信システムにおけるアップリンクデータ伝送のた
めの装置が提供される。前記装置は、従来の参照信号と周波数領域で同じロケーションを
有する新型参照信号のための指示をユーザ機器に伝送するように構成された指示伝送ユニ
ットと、前記新型参照信号と前記従来の参照信号とを前記ユーザ機器から受信するように
構成された参照信号受信ユニットと、前記新型参照信号と前記従来の参照信号の両方に基
づいてチャネル推定を実行するように構成されたチャネル推定ユニットと、を備えてもよ
い。
【００２４】
　本開示の第８の観点によれば、無線通信システムにおけるアップリンクデータ伝送のた
めの他の装置が提供される。前記装置は、従来の参照信号と周波数領域で同じロケーショ
ンを有する新型参照信号のための指示を基地局から受信するように構成された指示受信ユ
ニットと、チャネル推定に使用するため、前記新型参照信号と前記従来の参照信号とを前
記基地局に伝送するように構成された参照信号伝送ユニットと、を備えてもよい。
【００２５】
　本開示の第９の観点によれば、コンピュータプログラムコードを格納するコンピュータ
読取り可能な記憶媒体がさらに提供され、前記コンピュータプログラムコードは、実行さ
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れた場合、前記第１、第２、第５、及び第６の観点のいずれか１つにおける実施形態のい
ずれかによる方法で装置を動作させるように構成されている。
【００２６】
　本開示の第１０の観点によれば、前記第９の観点によるコンピュータ読取り可能な記憶
媒体を含むコンピュータプログラム製品が提供される。
【００２７】
　本開示の実施形態では、無線通信のデータ伝送の解決策が提供される。本開示の実施形
態によれば、本開示で提案されたように前記新型参照信号とＣＲＳの両方を結合すること
によってチャネル推定を実行することが可能である。従ってチャネル推定の精度を向上さ
せることができる。そのため、ＧＳＭ／ＧＰＲＳネットワークのような旧来の通信ネット
ワークに対する依存度を低減させるＬＴＥネットワークで低ＳＮＲを伴うＵＥをサポート
することができる。
【００２８】
　本開示の上記と他の特徴は、添付図面の参照を伴う実施形態で示される、実施形態の詳
細な説明を通してより明らかにされる。添付図面の全体にわたり、同様の参照番号は、同
一又は類似の構成要素を示す。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１Ａ】Ｒｅｌ．８におけるダウンリンク参照信号（ノーマル・サイクリック・プレフ
ィックス）のマッピングを示す模式図である。
【図１Ｂ】Ｒｅｌ．８に基づくＣＲＳ構成を示す模式図である。
【図２Ａ】Ｒｅｌ．１０で規定されているＵＥ固有参照信号、アンテナポート７、８、９
及び１０のマッピングを示す模式図である。
【図２Ｂ】Ｒｅｌ．１０に基づくＤＭＲＳ構成を示す模式図である。
【図３Ａ】本開示の実施形態に係る無線通信システムにおけるｅＮＢでのダウンリンクデ
ータ伝送のための方法のフローチャートを示す模式図である。
【図３Ｂ】本開示の実施形態に係る無線通信システムにおけるＵＥでのダウンリンクデー
タ伝送のための方法のフローチャートを示す模式図である。
【図４Ａ】本開示の実施形態に係る無線通信システムにおけるｅＮＢでのアップリンクデ
ータ伝送のための方法のフローチャートを示す模式図である。
【図４Ｂ】本開示の実施形態に係る無線通信システムにおけるＵＥでのアップリンクデー
タ伝送のための方法のフローチャートを示す模式図である。
【図５Ａ】本開示の実施形態に関して、１つのアンテナポートと２つのアンテナポートと
が別々にあるＭＴＣのための例示的なダウンリンクＭＴＣＲＳパターンを示す模式図であ
る。
【図５Ｂ】本開示の実施形態に関して、４つのアンテナポートがあるＭＴＣのための例示
的なダウンリンクＭＴＣＲＳパターンを示す模式図である。
【図６】本開示の実施形態に係る参照信号の構成のための方法のフローチャートを示す模
式図である。
【図７】本開示の実施形態に関して、２つのアンテナがあるＭＴＣのための、他の例示的
なダウンリンクＭＴＣＲＳパターンを示す模式図である。
【図８】本開示の実施形態に係る、ＭＴＣのためのさらに別の例示的なダウンリンクＭＴ
ＣＲＳパターンを示す模式図である。
【図９】本開示の実施形態に係る、ＭＴＣのための例示的なアップリンクＭＴＣＲＳパタ
ーンを示す模式図である。
【図１０Ａ】本開示の実施形態に係るアップリンク伝送におけるカバレッジ拡大のために
ＵＥを構成するための方法のフローチャートを示す模式図である。
【図１０Ｂ】本開示の実施形態に係るアップリンク伝送におけるカバレッジ拡大のための
ｅＮＢでのチャネル推定のための方法のフローチャートを示す模式図である。
【図１１】本開示の実施形態に係る無線通信システムにおける、ｅＮＢでダウンリンクデ



(7) JP 2017-204894 A 2017.11.16

10

20

30

40

50

ータ伝送をするための装置を示す模式的なブロック図である。
【図１２】本開示の実施形態に係る無線通信システムにおける、ＵＥでダウンリンクデー
タ伝送をするための装置を示す模式的なブロック図である。
【図１３】本開示の実施形態に係る無線通信システムにおける、ｅＮＢでアップリンクデ
ータ伝送をするための装置を示す模式的なブロック図である。
【図１４】本開示の実施形態に係る無線通信システムにおける、ＵＥでアップリンクデー
タ伝送をするための装置を示す模式的なブロック図である。
【図１５Ａ】０ｄＢの電力オフセットのスキームでのシミュレーション結果を示す図であ
る。
【図１５Ｂ】３ｄＢの電力オフセットのスキームでのシミュレーション結果を示す図であ
る。
【図１６Ａ】０Ｈｚの周波数オフセットのスキームでのシミュレーション結果を示す図で
ある。
【図１６Ｂ】１００Ｈｚの周波数オフセットのスキームでのシミュレーション結果を示す
図である。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　以下では、無線通信システムにおけるデータ伝送のための方法と装置とを、添付図面を
参照しながら実施形態によって詳細に説明する。これらの実施形態は、当業者が本開示を
より理解し、実施することが可能であるように開示されたものであり、本開示の範囲を限
定する意図はないと認識されるべきである。
【００３１】
　添付図面では、本開示の様々な実施形態が、ブロック図とフローチャートとその他の図
で示されている。フローチャート又はブロック図の各ブロックは、特定の論理機能を機能
させるための１以上の実行可能な指示を含む、モジュール、プログラム又はコードの一部
を示すものとしてもよく、不可欠なブロックは点線で示されている。また、これらのブロ
ックは、方法のステップを実行するために特定の順序で示されているが、実際には、それ
らを図示された順序に従って厳密に実行する必要はない。例えば、各動作の本質次第で、
それらを逆順で又は同時に実行してもよい。ブロック図及び／又はフローチャートの各ブ
ロックと、それらの組み合わせとは、特定の機能／動作を実行するための専用のハードウ
ェア・ベースのシステムによって、又は専用のハードウェアとコンピュータ命令の組合せ
によって、実行されてもよい、という点にも留意する必要がある。
【００３２】
　一般に、請求項で使用されているすべての用語は、ここで明白に他の定義がなされない
限り、技術分野での通常の意味に従って解釈されるべきである。１つの（ａ／ａｎ）、前
記（ｔｈｅ／ｓａｉｄ）［要素、装置、構成、手段、ステップ等］というすべての言及は
、特に断りがない限り、複数の装置、コンポーネント、手段、ユニット、ステップ等を除
外するものではなく、前記した要素、装置、コンポーネント、手段、ユニット、ステップ
等の少なくとも１つの例に言及しているものとして広く解釈されるべきである。さらに、
ここで使われる不定冠詞（ａ／ａｎ）は、複数のステップ、ユニット、モジュール、装置
、オブジェクト等を除外するものではない。
【００３３】
　さらに、本開示に照らして、ユーザ機器（ＵＥ）とは、端末、移動体端末（Ｍｏｂｉｌ
ｅ　Ｔｅｒｍｉｎａｌ：ＭＴ）、加入者設備（Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｓｔａｔｉｏｎ：
ＳＳ）、携帯加入者設備（Ｐｏｒｔａｂｌｅ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｓｔａｔｉｏｎ：
ＰＳＳ）、移動局（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ：ＭＳ）、又はアクセス端末（Ａｃｃ
ｅｓｓ　Ｔｅｒｍｉｎａｌ：ＡＴ）のことをさしているものとしてもよく、ＵＥ、端末、
ＭＴ、ＳＳ、ＰＳＳ、ＭＳ、又はＡＴの、いくつか又はすべての機能が含まれているもの
としてもよい。さらに、本開示に照らして、「ＢＳ」という用語は、例えば、ノードＢ（
ｎｏｄｅ　Ｂ（ＮｏｄｅＢ又はＮＢ））、進化型ＮｏｄｅＢ（ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ
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Ｂ（ｅＮｏｄｅＢ又はｅＮＢ））、ラジオ・ヘッダ（ｒａｄｉｏ　ｈｅａｄｅｒ：ＲＨ）
、リモート・ラジオ・ヘッド（ｒｅｍｏｔｅ　ｒａｄｉｏ　ｈｅａｄ：ＲＲＨ）、中継器
、又はフェムト，ピコ等の低電力ノードを表すものとしてもよい。
【００３４】
　本開示をより理解するために、以下ではＭＴＣを例に挙げて本開示の実施形態を説明す
る。しかし、当業者に認識可能なように、本発明は、低ＳＮＲにおける他の適当な通信に
も適用可能である。
【００３５】
　まず、図３Ａを参照して、本開示の実施形態に係る無線通信システムにおけるｅＮＢで
ダウンリンクデータ伝送のための方法を説明する。
【００３６】
　図示されるように、最初に、ステップＡ３０１で、ｅＮＢが新型参照信号（ｎｅｗ－ｔ
ｙｐｅ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ）のための指示をユーザ機器に伝送する。
【００３７】
　背景技術で言及したように、Ｒｅｌ．８におけるＣＲＳパターンは、ＤＭＲＳパターン
に対して、中程度の又は低いＳＮＲ用に設計されており、ポートの一部を使用できるのみ
である。このように、ＣＲＳパターンは、ＭＴＣのような低ＳＮＲでの通信には適してい
ない。さらに、ＣＲＳパターンは２つの周波数領域で互いに調整されることができないの
で、２つの参照信号パターンを同時に使用することができない。
【００３８】
　この観点から、本開示では、ＭＴＣＲＳと呼ばれる、新型参照信号を提案する。主な思
想はリソースエレメントの参照シンボルの密度を増加させることにある。本発明の実施形
態では、新型参照信号が、ＣＲＳ又はＤＭＲＳのような従来の参照信号（ｌｅｇａｃｙ　
ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ）と周波数領域で同じ位置を有するように設計されて
もよい。すなわち、新型参照信号は従来の参照信号と同様の方法でシフトする。このよう
な方法では、参照シンボルの密度が増加されるだけでなく、新たに追加された参照シンボ
ル信号が従来の参照信号と共にチャネル推定を実行するために使用されることもある。こ
れは、より多くのリソースエレメントが既存のＬＴＥネットワークで互換性があるととき
に、参照シンボルを伝送するために使用されることを意味する。
【００３９】
　加えて、２つ以上のアンテナポートが参照シンボルを伝送するために使用されるときに
、他のアンテナポートへの干渉を回避するため、新型参照信号は従来の参照信号と時間領
域で異なるロケーションを有するように設計されてもよい。すなわち、従来の参照信号と
新型参照信号とが時間領域でずらされて配置される。以下、ＭＴＣＲＳのより多くの例示
的パターンを説明する。
【００４０】
　ｅＮＢは、例えば、ラジオ・リソース制御（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔ
ｒｏｌ：ＲＲＣ）シグナリング（ｓｉｇｎａｌｌｉｎｇ）、又は物理層信号のような他の
適したシグナリングによって、指示を伝送してもよい。加えて、通常のように、指示を伝
送する前に、ｅＮＢがまず（ＲＲＣ）シグナリングによって提供するすべてのＵＥにアン
テナポートカウントを送信してもよい。しかしながら、アンテナポートカウントは、従来
の参照信号と新型参照信号ＭＴＣＲＳ用のアンテナポートの番号の両方のためのアンテナ
ポートの番号を表す。例えば、アンテナポートカウントを含むＲＲＣ構成がＵＥに伝送さ
れてもよく、ＲＲＣ構成が、伝送モードを、例えば、ｅＮＢによって使用される伝送モー
ドをＵＥに通知するための伝送モードｒ１０（ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎＭｏｄｅ－ｒ１
０）を含んでもよい。
【００４１】
　そして、ステップＡ３０２で、ｅＮＢは、チャネル推定に使用するため、ＣＲＳ又はＤ
ＭＲＳのような従来の参照信号と新型参照信号ＭＴＣＲＳの両方をＵＥに送信する。その
ような方法で、ＵＥは合わせてチャネル推定を実行するため、従来の参照信号と新型参照
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信号ＭＴＣＲＳの両方を使用する。
【００４２】
　さらに、ステップＡ３０３で、ｅＮＢは信号対雑音比に基づいてＵＥのための伝送反復
回数（ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｒｅｐｅｔｉｔｉｏｎ　ｎｕｍｂｅｒ）を決定する。
具体的には、ｅＮＢは、まずＵＥのためのＳＮＲを推定し、それから反復回数とＳＮＲと
の間の定義済みの関係曲線を参照する。これによって、推定されたＳＮＲに対応する反復
回数を得てもよいし、この得られた反復回数がＵＥのための反復回数Ｎとして推定されて
もよい。
【００４３】
　その後、ステップＡ３０４で、ｅＮＢはＵＥに伝送反復回数Ｎを伝送する。よって、Ｕ
Ｅは伝送反復回数を記憶し、それに基づいて信号を復調することができる。すなわち、Ｕ
Ｅは信号の復調の開始のための適正な時間を記憶する。従って、伝送反復回数と等しい量
のパケットを受信するまで復調を実行しない。又は換言すると、ＵＥは十分なパケットが
届くまで待機する。
【００４４】
　その上、参照シンボルの強度を増加させるため、パワーブーストをさらに適用してもよ
い。それにより、さらに収束の向上を果たすことができる。これを行うため、ｅＮＢが新
型参照信号ＭＴＣＲＳを伝送するための増幅電力を示すパワーブースティングパラメータ
（ｐｏｗｅｒ　ｂｏｏｓｔｉｎｇ　ｐａｒａｍｅｔｅｒ）を決定してもよく、ＵＥがパワ
ーブースティングパラメータを取得できるように、ステップＡ３０４で、パワーブーステ
ィングパラメータがＵＥに伝送される。そのような方法で、ＵＥは、チャネル推定でのパ
ワーブースティングパラメータについての情報を使用してもよい。例えば、パワーブース
ティングパラメータρＤがリソースエレメント当たりのエネルギー（ｅｎｅｒｇｙ　ｐｅ
ｒ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｅｌｅｍｅｎｔ：ＥＰＲＥ）をＣＲＳ　ＥＰＥＲへ指示してもよ
い。通常、ＵＥはＣＲＳ　ＥＰＲＥを識別している。それゆえ、ＭＴＣＲＳの電力がＣＲ
Ｓの電力及びパワーブースティングパラメータρＤに基づいて決定されてもよい。加えて
、パワーブースティングパラメータもまた、相対的な物理ダウンリンク共有チャネルリソ
ース（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｓｈａｒｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ　ｒｅｓｏ
ｕｒｃｅ：ＰＤＳＣＨ）で定義されてもよい。
【００４５】
　本開示のいくつかの実施形態では、新型参照信号がＵＥ固有の方法で送信されてもよい
。すなわち、新型参照信号は、ＰＤＳＣＨがユーザ機器のためにスケジュールされている
ときだけ送信されてもよい。従って、新型参照信号の期間についてＵＥを個々に構成する
ことが可能である。従来の参照信号もまたＵＥ固有の方法（例えば、ＤＭＲＳのため）で
送信される場合、ＰＤＳＣＨがユーザ機器のためにスケジュールされているときだけ従来
の参照信号も伝送されてもよい。
【００４６】
　さらに、その方法は、ＵＥがカバレッジ拡大を必要とするときにだけ実行されてもよい
。従って、本発明の実施形態では、前記方法はユーザ機器のためのカバレッジ拡大の指示
（ｃｏｖｅｒａｇｅ　ｅｎｈａｎｃｅｍｅｎｔ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）に応じて実行さ
れる。ＵＥがカバレッジ拡大の指示を必要としない場合、前記方法は実行されない。
【００４７】
　さらに上述したように、ｅＮＢが、新型参照信号が伝送されるアンテナポートを通知す
るため、アンテナポートの番号をＵＥに送信してもよい。例えば、ｅＮＢは、新型参照信
号と従来の参照信号を伝送するためのアンテナポート番号を示すアンテナポートカウント
のパラメータをＵＥに送信してもよい。そのような方法で、ＵＥは、そこから新型参照信
号を得ることができるようにアンテナポート情報を記憶してもよい。しかしながら、ｅＮ
ＢとＵＥの両方に識別される所定のアンテナポートを使用することにより、アンテナポー
トの番号を送信しないで、実行することも可能である。
【００４８】
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　以下、本開示の実施形態に係る無線通信システムにおける、ＵＥでのダウンリンクデー
タ伝送のための方法を、図３Ｂを参照して説明する。
【００４９】
　図示されるように、ステップＢ３０１では、ＵＥが新型参照信号のための指示を基地局
から受信する。この指示から、ＵＥは、ＣＲＳ又はＤＭＲＳのような従来の参照信号に加
えて、新型参照信号ＭＴＣＲＳが基地局から伝送されることを識別する。従って、ステッ
プＢ３０２では、ＵＥは、受信した指示に従って、新型参照信号と従来の参照信号の両方
を受信する。ＵＥは、例えば、またｅＮＢから伝送されたパラメータのアンテナポートカ
ウントによって示されたアンテナポート上でこれらの参照信号を受信してもよい。
【００５０】
　前述したように、新型参照信号は、従来の参照信号と異なる参照信号である。新型参照
信号は、ＣＲＳ又はＤＭＲＳのような従来の参照信号と周波数領域で同じロケーションを
有するように設計されてもよい。加えて、２以上のアンテナポートが使用されている場合
に、新型参照信号は、さらに従来の参照信号と時間領域で異なるロケーションを有するよ
うに設計されてもよい。すなわち、従来の参照信号と新型参照信号とが時間領域でずらさ
れて配置される。新型参照信号がこのような特別に設計されるため、ＵＥは、ステップＢ
３０３で、チャネル推定を実行するため、新型参照信号と従来の参照信号とを互いに結合
する。
【００５１】
　加えて、ステップＢ３０４で、ＵＥは伝送反復回数をｅＮＢからさらに受信する。従っ
て、ＵＥは伝送反復回数に基づいて信号を復調することができる。例えば、伝送反復回数
と等しい量のパケットを受信したときだけ、ＵＥは信号の復調を開始する。
【００５２】
　ｅＮＢで、ＵＥがカバレッジ拡大を必要とするときに、図３Ｂで示すような方法が実行
されてもよいと考えられる。
【００５３】
　さらに、本開示では、図４Ａ及び４Ｂを参照して説明される、無線通信システムにおけ
るアップリンクデータ伝送のための方法も提供される。
【００５４】
　図４Ａは、本開示の実施形態に係る無線通信システムにおける、ｅＮＢでのアップリン
クデータ伝送のための方法のフローチャートを模式的に示す。図４Ａに示されるように、
まず、ステップＡ４０１で、ｅＮＢは新型参照信号のための指示をユーザ機器に伝送する
。前述したように、新型参照信号は、ＤＭＲＳのような従来の参照信号と周波数領域で同
じ位置を有するように設計されてもよい。新型参照信号は、さらに時間領域で異なるロケ
ーションを有してもよい。すなわち、それらは時間領域でずらされて配置される。以下、
ＭＴＣのための例示的なＭＴＣＲＳパターンを説明する。
【００５５】
　指示は、また、例えば、ＲＲＣシグナリング又は物理層シグナリングのような他の適し
たシグナリングによって伝送されてもよい。さらに、ｅＮＢは、参照信号が伝送されるア
ンテナポートを通知するため、アンテナポートの番号をＵＥに送信してもよい。例えば、
ｅＮＢは、新型参照信号と従来の参照信号を伝送するためのアンテナポートの番号を示す
アンテナポートカウントのパラメータをＵＥに送信してもよい。そのような方法で、ＵＥ
は、そこで参照信号を伝送できるように、アンテナポート情報を記憶してもよい。
【００５６】
　次に、ステップＡ４０２で、ｅＮＢは、例えば、アンテナポートカウントのパラメータ
によって示されたアンテナポート上で、ＵＥから新型参照信号と従来の参照信号とを受信
する。その後、ステップＡ４０３で、ｅＮＢは、受信した新型参照信号と従来の参照信号
とに基づいてチャネル推定を実行する。
【００５７】
　加えて、ステップＡ４０４で、ｅＮＢはさらに信号対雑音比に基づいてＵＥのための伝
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送反復回数を決定し、伝送反復回数をＵＥに伝送する。このようにして、ＵＥは、伝送反
復回数を記憶し、伝送反復回数と等しい量のパケットを受信したときに信号を復調するこ
とができる。
【００５８】
　さらに、ＵＥがカバレッジ拡大を必要とするときにのみその方法が実行されてもよい。
そのため、本発明の実施形態において、その方法は、ユーザ機器のためのカバレッジ拡大
の指示に応答して実行されるが、ＵＥがカバレッジ拡大の指示を必要としないとき実行さ
れなくてもよい。
【００５９】
　図４Ｂは、本開示の実施形態に係る無線通信システムにおける、ＵＥでのアップリンク
データ伝送のための方法のフローチャートを模式的に示す。図４Ｂに示されるように、ま
ずステップＢ４０１で、ＵＥが新型参照信号ＭＴＣＲＳのための指示を受信する。この指
示から、ＵＥは、ＤＭＲＳのような従来の参照信号に加えて、新型参照信号ＭＴＣＲＳを
基地局へ伝送するべきであることを識別してもよい。次に、ステップＢ４０２で、ＵＥは
従来の参照信号と新型参照信号ＭＴＣＲＳの両方を、チャネル推定で使用するため、ｅＮ
Ｂへ伝送する。新型参照信号はＵＥ固有の方法で伝送されてもよい。例えば、新型参照信
号は、物理アップリンク共有チャネルリソース（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｕｐｌｉｎｋ　ｓｈ
ａｒｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ：ＰＵＳＣＨ）がユーザ機器のためにスケ
ジュールされているときだけ伝送されてもよい。同様に、従来の参照信号もＵＥ固有の方
法（例えば、ＤＭＲＳのため）で送信される場合、従来の参照信号も、ＰＵＳＣＨがユー
ザ機器のためにスケジュールされているときだけ伝送されてもよい。
【００６０】
　加えて、ステップＢ４０３で、ＵＥは、また基地局から伝送反復回数を受信する。その
ような方法で、ＵＥは、伝送反復回数に基づいて信号を伝送してもよい。さらに、図４Ｂ
に示されたような方法は、ユーザ機器のためのカバレッジ拡大の指示に応答して実行され
てもよい。換言すると、その方法はＵＥがカバレッジ拡大を必要とするときだけ実行され
る。
【００６１】
　さらに、参照信号が伝送される前に、ＵＥが参照信号を伝送するために使用するアンテ
ナポートの使用を記憶することができるように、ＵＥは、ｅＮＢから、新型参照信号と従
来の参照信号を伝送するためのアンテナポートの番号を指示するアンテナポートカウント
を受信してもよい。しかしながら、ｅＮＢとＵＥの両方に識別されている所定のアンテナ
ポートを使用することにより実行することも可能であることを理解すべきである。
【００６２】
　以上、本開示に係るいくつかの実施形態を図３Ａ、３Ｂ、４Ａ、及び４Ｂを参照して説
明した。本発明の思想を十分に理解できるように、以下のいくつかの具体例を説明する。
【００６３】
　図５Ａ及び５Ｂは、１つのアンテナポートと２つのアンテナポートと４つのアンテナポ
ートとが別々にあるＭＴＣのための例示的なダウンリンクＭＴＣＲＳパターンを模式的に
示し、参照信号ポート２３及び２４は新たに追加されたポートである。
【００６４】
　１つのアンテナポート（ｏｎｅ　ａｎｔｅｎｎａ　ｐｏｒｔ）では、暗い背景で示され
たオリジナルのリソース参照シンボルＲ０に加えて、アンテナポート１上に伝送される新
たな参照シンボルＲ２３がさらに設けられている。すべての参照シンボルＲ２３は周波数
領域においてオリジナルの参照シンボルＲ０と同様のロケーションを有していることが明
らかである。すなわち、それらは参照シンボルＲ０と同様の方法でシフトされている。公
衆制御チャネル（ｐｕｂｌｉｃ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）のための最初の３つ
のタイムスロットを除いて、参照シンボルＲ２３は、サブキャリアが参照シンボルＲ０に
よって占有されていない限り、すべてのタイムスロット内の４つのサブキャリアを占有し
てもよい。しかしながら、参照シンボルＲ２３がこれらのサブキャリアの一部、及び／又
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はそれらタイムスロットの一部のみを占有することができるような、他の方法でＭＴＣＲ
Ｓが配置されてもよいことを理解することができる。加えて、最初の３つのタイムスロッ
ト内に参照シンボルＲ２３を配置することも可能であることも理解することができる。
【００６５】
　図５Ａから、２つのアンテナポート（ｔｗｏ　ａｎｔｅｎｎａ　ｐｏｒｔ）では、１種
類のアンテナポート２３のみの代わりに、新たに追加された２種類の参照信号ポート２３
及び２４があることがわかる。すべての参照シンボルＲ２３及びＲ２４は周波数領域にお
いてオリジナルの参照シンボルＲ０及びＲ１と同様のロケーションを有する。すなわち、
それらはそれぞれ参照シンボルＲ０及びＲ１と同様の方法でシフトされている。最初の３
つのタイムスロットと参照シンボルＲ０及びＲ１によって既に占有されたタイムスロット
とを除いて、参照シンボルＲ２３及びＲ２４は残りの８つのタイムスロットのすべてを占
有する。そして、参照シンボルＲ２３及びＲ２４が占有するタイムスロットそれぞれにお
いて、参照シンボルＲ２３及びＲ２４は互いに干渉しないように周波数領域で異なるロケ
ーションを有することが明らかである。しかしながら、多くの他のＭＴＣＲＳパターンが
可能であり、例えば、参照シンボルＲ２３及びＲ２４が８つの残りのタイムスロットの一
部（例えば、残りのタイムスロットの４つ又は６つ）を占有することができ、タイムスロ
ットの可能なサブキャリアの一部を占有することができること等、に留意すべきである。
【００６６】
　図５Ｂは、４つのアンテナポートがあるＭＴＣのための例示的なダウンリンクＭＴＣＲ
Ｓパターンを模式的に示す。図５Ｂから明らかであるように、アンテナポート０及びアン
テナポート１は、図５Ａの２つのアンテナポートで示されたものと概して類似したパター
ンを有する。しかし、干渉を回避するため、アンテナポート０及び１では、参照シンボル
Ｒ２及びＲ３によって占有されたそれらのタイムスロットが参照シンボルＲ２３及びＲ２

４によって使用されることが禁止され、アンテナポート２及び３では、それら参照シンボ
ルＲ２３及びＲ２４に対応するサブキャリアも使用することが禁止されている。
【００６７】
　図６は本開示の実施形態に係る参照信号の構成のための方法のフローチャートを示し、
本開示の具体的な処理は太線のブロックで強調されている。
【００６８】
　図６で示されたように、ステップＳ６０１で、ｅＮＢは、通常どおりにＲＲＣシグナリ
ングによってアンテナポートカウントのパラメータをすべてのＵＥに送信する。そのアン
テナポートカウントのパラメータは、参照信号の伝送用のアンテナポート、例えば、アン
テナポート０、アンテナポート１及び２、又はアンテナポート０乃至３等を指示するため
の情報を含む。次に、ステップＳ６０２で、ｅＮＢは、ＵＥのための伝送反復回数を推定
する。具体的には、ｅＮＢは、まずＵＥのＳＮＲを推定し、その後、推定されたＳＮＲと
、ＳＮＲと反復回数との間の定義済みの関係曲線と、に基づいて反復回数Ｎを決定する。
例えば、定義済みの関係係曲線を参照して、ＵＥのための伝送反復回数として決定されう
る、推定されたＳＮＲに対応する反復回数を求めてもよい。
【００６９】
　その後、ステップＳ６０３で、ｅＮＢは、ＵＥがカバレッジ拡大を必要とするかどうか
を決定する。例えば、推定されたＳＮＲが所定の閾値よりも低い場合、ＵＥがカバレッジ
拡大を必要とすること、又はそのＵＥが低ＳＮＲを有するＵＥのタイプに属することを決
定してもよい。ＵＥがカバレッジ拡大を必要とする場合、ステップＳ６０４の手順へ進む
。ステップＳ６０４では、ｅＮＢは、ＣＲＳ又はＤＭＲＳのような従来の参照信号に加え
てＭＴＣＲＳが使用されることを示すために、イネーブルＭＴＣＲＳ（ｅｎａｂｌｅ＿Ｍ
ＴＣＲＳ）指示をＵＥに送信する。さらに、ｅＮＢは、ＵＥが復調で使用するための反復
回数を得ることができるように、推定された反復回数ＮをＵＥに伝送してもよい。加えて
、ｅＮＢは、ＵＥがＭＴＣＲＳのＥＰＲＥを識別することができるように、ブースティン
グパラメータρＤをＵＥに送信してもよい。
【００７０】
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　次に、ｅＮＢはＭＴＣＲＳシーケンスを生成してもよい。ＭＴＣＲＳは、ＴＳ　３６．
２１１のセクション　６．１０．１におけるＣＲＳと同様の方法で生成されるが、リソー
スエレメントに対しては異なるマッピングを備える図５Ａ及び図５Ｂに示されるようなＭ
ＴＣＲＳパターンのため、参照信号シーケンス
【数１】

は、下記の方程式に従って、スロットｎｓでのアンテナポートｐのための参照シンボルと
して使用される複素数値変調シンボル（ｃｏｍｐｌｅｘ－ｖａｌｕｅｄ　ｍｏｄｕｌａｔ
ｉｏｎ　ｓｙｍｂｏｌｓ）
【数２】

にマップされてもよい。

【数３】

　ここで、ｋ、ｍ、ｍ’は下記の方程式に従う。

【数４】

【数５】

【数６】

　Ｐ＝１である場合、
【数７】
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【数８】

　Ｐ＝２である場合、

【数９】

【数１０】

　Ｐ＝４である場合、

【数１１】
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【数１２】

　ここで、ｋは周波数領域におけるリソースエレメントのインデックスを表し、ｌは時間
領域におけるリソースエレメントのインデックスを表し、ｎｓはタイムスロットのインデ
ックスを表す。ｐは伝送参照信号のためのアンテナポートの番号を表す。ｍは参照シンボ
ルのインデックスを表す。ｍ’は生成されたシーケンスのインデックスを表す。νは参照
信号の周波数領域の位置を表す。ｍｏｄは、モジュロ演算（ｍｏｄ　ｏｐｅｒａｔｉｏｎ
）を表す。定められたマッピングに従って、ＭＴＣＲＳシーケンス生成がＣＲＳのための
それと同様の方法で実行されてもよい。
【００７１】
　次いで、ステップＳ６０５で、ｅＮＢは生成されたＣＲＳとＭＴＣＲＳの両方をＵＥに
送信する。ＭＴＣＲＳの電力設定は、パワーブースティングパラメータρＤによって決定
されてもよい。すなわち、ＭＴＣＲＳはパワーブースティングパラメータρＤによって指
示された増幅電力で伝送される。ＭＴＣＲＳはＵＥ固有の方法で送信されてもよい。すな
わち、ＭＴＣＲＳは物理ダウンリンク制御チャネル（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｄｏｗｎｌｉｎ
ｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）がユーザ機器のためにスケジュールされていると
きだけ送信されてもよい。
【００７２】
　従って、ＵＥは、イネーブルＭＴＣＲＳ指示に従って、アンテナポートカウントによっ
て示された１つ以上のアンテナポート上でＣＲＳとＭＴＣＲＳとを得てもよい。そのため
、ＵＥは同時にＣＲＳとＭＴＣＲＳとの両方に基づいてチャネルを推定してもよい。ＭＴ
ＣＲＳがさらに提供されているので、参照シンボルの強度が増加し、これはより多くの参
照シンボルと同時に伝送されていることを意味する。従って、低ＳＮＲにおけるチャネル
推定の精度を向上させることができる。
【００７３】
　他方、ＵＥがカバレッジ拡大を必要としない場合、ステップＳ６０７の手順へ進み、ｅ
ＮＢはＣＲＳのみをＵＥに送信する。ＵＥはＲＲＣ構成を受信しているので、ＣＲＳ構成
を識別し、ステップＳ６０８で、ＣＲＳパターンに基づいてチャネルを推定することがで
きる。その後、ステップＳ６０９で、ＵＥはチャネル推定結果に基づいて検出を実行する
ことができる。
【００７４】
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　さらに、図７は、本開示の実施形態に関する、２つのアンテナがあるＭＴＣのための、
他の例示的なダウンリンクＭＴＣＲＳパターンを模式的に示す。図に示されるように、参
照シンボルＲ２３及びＲ２４もまた周波数領域においてオリジナルの参照シンボルＲ０及
びＲ１と同様のロケーションを有し、それぞれのタイムスロットにおいて、参照シンボル
Ｒ２３及びＲ２４は互いに干渉をしないように、周波数領域で異なるロケーションを有す
る。しかしながら、図５Ａで示されたような２つのアンテナポートのためのＭＴＣＲＳと
異なり、参照シンボルＲ２３及びＲ２４は非常にまばらであり、図５Ａで示されたような
参照シンボルＲ２３及びＲ２４によって占有されるタイムスロットの半分しか占有しない
。
【００７５】
　図８は、本開示の実施形態に係る、ＭＴＣのための別のダウンリンクＭＴＣＲＳパター
ンを模式的に示す。図５Ａ及び５Ｂに示されるようなＭＴＣＲＳと異なり、図９に示され
る、このＭＴＣＲＳは、Ｒｅｌ．８におけるＣＲＳの代わりにＤＭＲＳに基づく。図示さ
れるように、アンテナポート７及び９それぞれのための参照信号ポート２３及び２４が新
たに追加されている。明らかなように、すべての参照シンボルＲ２３及びＲ２４はオリジ
ナルの参照シンボルＲ７及びＲ９それぞれと周波数領域で同様のロケーションを有する。
すなわち、それらは参照シンボルＲ７及びＲ９それぞれと同様の方法でシフトされている
。公衆チャネルのための最初の３つのタイムスロットと参照シンボルＲ０及びＲ１によっ
て占有されたタイムスロットとを除いて、参照シンボルＲ２３及びＲ２４は、より多くの
又はすべてのこれらのタイムスロットを占有した場合でも、残りの８つのタイムスロット
の半分を占有する。図５Ａ及び５Ｂに関するリソースエレメントへのマッピングの説明か
ら、当業者は図８に示すようなＭＴＣＲＳのためのマッピングを知得することができるの
で、ここで詳細な説明はしない。さらに、アンテナポート８及び１０のため、ＭＴＣＲＳ
を同様の方法で配置することができる。
【００７６】
　図９は本開示の実施形態に係る、ＭＴＣのためのアップリンクＭＴＣＲＳパターンを模
式的に示す。アップリンクＭＴＣＲＳは、Ｒｅｌ．１０におけるＤＭＲＳに基づくことは
明らかであり、参照信号ポート０は従来のポートであり、本開示で提案されているように
参照信号ポート２３は新たなポートである。図示されているように、参照シンボルＲ２３

は従来の参照シンボルＲ０と周波数領域で同様のロケーションを有する。そして、参照シ
ンボルＲ２３が大体のタイムスロット又は１つのタイムスロットにおけるサブキャリアの
一部を占有しているにもかかわらず、参照シンボルＲ０によって占有されていないタイム
スロットの２つのすべてのサブキャリアを占有する。
【００７７】

　図１０Ａは、本開示の実施形態に係るアップリンク伝送におけるカバレッジ拡大のため
にＵＥを構成するための方法のフローチャートを模式的に示す。図示されるように、ステ
ップＳ１００１で、ｅＮＢは、パラメータのアンテナポートカウントをすべてのＵＥに、
例えば、ＲＣＣシグナリングによって送信する。そのアンテナポートカウントのパラメー
タは参照信号の伝送用のアンテナポートを指示するための情報、例えば、アンテナポート
０を含む。次に、ステップＳ１００２で、ｅＮＢは、ＵＥのための伝送反復回数を推定す
る。具体的には、ｅＮＢは、まずＵＥのＳＮＲを推定し、その後、推定されたＳＮＲと、
ＳＮＲと反復回数との関の定義済みの関係曲線と、に基づいて反復回数Ｎを決定してもよ
い。例えば、推定されたＳＮＲを使用して定義済みの関係係曲線を参照することによって
、ＵＥのための伝送反復回数として決定される、推定されたＳＮＲに対応する反復回数を
見つけてもよい。
【００７８】
　その後、ステップＳ１００３で、ｅＮＢは、ＵＥがカバレッジ拡大を必要とするかどう
かを決定する。例えば、推定されたＳＮＲが所定の閾値よりも低い、又はそのＵＥが低Ｓ
ＮＲを有するＵＥのタイプに属する場合、ＵＥがカバレッジ拡大を必要とすることを決定
してもよい。ＵＥがカバレッジ拡大を必要とする場合、ステップＳ１００４の手順へ進む
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。ステップＳ１００４では、ｅＮＢは、ＤＭＲＳのような従来の参照信号に加えてＭＴＣ
ＲＳが使用されることを示すために、イネーブルＭＴＣＲＳ指示をＵＥに送信する。さら
に、ｅＮＢは、ＵＥが信号を伝送するための反復回数を得ることができるように推定され
た反復回数ＮをＵＥに伝送してもよい。他方、ＵＥがカバレッジ拡大を必要としない場合
、手順を終了する。
【００７９】
　図１０Ｂは、本開示の実施形態に係るアップリンク伝送におけるカバレッジ拡大のため
のＵＥでのチャネル推定のための方法のフローチャートを模式的に示す。図示されるよう
に、ＵＥは、まずＵＥがカバレッジ拡大を必要とするかどうかを決定する。ＵＥがカバレ
ッジ拡大を必要とする場合、ステップＳ１００６の手順へ進む。ステップＳ１００６では
、ＵＥはｅＮＢへＤＭＲＳとＭＴＣＲＳの両方を送信する。ＭＴＣＲＳシーケンスは、Ｄ
ＭＲＳと同様の方法で生成されてもよいが、異なるマッピングを使用する。ＭＴＣＲＳは
、ＵＥ固有の方法で送信されてもよく、物理アップリンク制御チャネル（ｐｈｙｓｉｃａ
ｌ　ｕｐｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）がユーザ機器のためにスケジュー
ルされているときにだけ送信されてもよい。
【００８０】
　次いで、ｅＮＢはＤＭＲＳとＭＴＣＲＳとを受信し、ステップＳ１００７で、ＤＭＲＳ
とＭＴＣＲＳの両方に基づいてアップリンクチャネルを推定する。他方、ＵＥがカバレッ
ジ拡大を要求しない場合、ステップＳ１００８の手順に進む。すなわち、ＵＥは、通常通
りにｅＮＢへＤＲＭＳのみを送信する。その後、ステップＳ１００９として、ｅＮＢは、
受信されたＤＭＲＳのみに基づいてアップリンクチャネルを推定する。最後に、ステップ
Ｓ１０１０で、ｅＮＢはチャネル推定の結果に基づいて検出を実行する。
【００８１】
　さらに、本開示では、無線通信システムにおけるダウンリンク／アップリンクデータ伝
送のための装置が提供される。次いで、図１１乃至図１４を参照して、本開示で提供され
る装置を説明する。
【００８２】
　図１１は、本開示の実施形態に係る無線通信システムにおける、ｅＮＢでダウンリンク
データ伝送をするための装置１１００を模式的に示す。図１１から、装置１１００が指示
伝送ユニット１１１０と、参照信号伝送ユニット１１２０とを備えることが明らかである
。指示伝送ユニット１１１０は、新型参照信号のための指示をユーザ機器に伝送するよう
に構成され、新型参照信号は、従来の参照信号と周波数領域で同じロケーションを有する
。参照信号伝送ユニット１１２０は、チャネル推定に使用するため、新型参照信号と従来
の参照信号とをユーザ機器に伝送するように構成される。
【００８３】
　本開示の実施形態において、新型参照信号は、従来の参照信号と時間領域で異なるロケ
ーションを有するようにさらに設計されてもよい。
【００８４】
　加えて、装置１１００は、反復回数決定ユニット１１３０と、反復回数伝送ユニット１
１４０と、をさらに備えてもよい。反復回数決定ユニット１１３０は、信号対雑音比に基
づいてユーザ機器のための伝送反復回数を決定するように構成される。反復回数伝送ユニ
ット１１４０は、伝送反復回数をユーザ機器に伝送するように構成される。
【００８５】
　本開示の他の実施形態において、参照信号伝送ユニット１１２０は、物理ダウンリンク
共有チャネルリソースがユーザ機器のためにスケジュールされているときに、新型参照信
号を伝送するようにさらに構成されてもよい。
【００８６】
　図１２は、本開示の実施形態に係る無線通信システムにおける、ＵＥでダウンリンクデ
ータ伝送をするための装置１２００を模式的に示す。図示されるように、装置１２００は
、指示受信ユニット１２１０と、参照信号受信ユニット１２２０と、チャネル推定ユニッ
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ト１２３０と、を備えてもよい。指示受信ユニット１２１０は、新型参照信号のための指
示を受信するように構成され、新型参照信号は、従来の参照信号と周波数領域で同じロケ
ーションを有する。参照信号受信ユニット１２２０は、指示に応じて新型参照信号と従来
の参照信号とを受信するように構成される。チャネル推定ユニット１２３０は、新型参照
信号と従来の参照信号の両方に基づいてチャネル推定を実行するように構成される。
【００８７】
　本開示の実施形態において、新型参照信号は、従来の参照信号と時間領域で異なるロケ
ーションを有するように設計されてもよい。
【００８８】
　さらに、図示されるように、装置１２００は、伝送反復回数に基づいて信号復調を実行
するため、伝送反復回数を受信するように構成された反復回数受信ユニット１２４０をさ
らに備えてもよい。
【００８９】
　さらに、図１３は、本開示の実施形態に係る無線通信システムにおける、ｅＮＢでアッ
プリンクデータ伝送をするための装置１３００を模式的に示す。図示されるように、装置
１３００は、指示伝送ユニット１３１０と、参照信号受信ユニット１３２０と、チャネル
推定ユニット１３３０と、を備えていてもよい。指示伝送ユニット１３１０は、ユーザ機
器に対する新型参照信号のための指示を伝送するように構成され、新型参照信号は、従来
の参照信号と周波数領域で同じロケーションを有する。参照信号受信ユニット１３２０は
、ユーザ機器から新型参照信号と従来の参照信号とを受信するように構成される。チャネ
ル推定ユニット１３３０は、新型参照信号と従来の参照信号の両方に基づいてチャネル推
定を実行するように構成される。
【００９０】
　本開示の実施形態において、新型参照信号は、従来の参照信号と時間領域で異なるロケ
ーションを有する。
【００９１】
　さらに、図１３に示されるように、装置１３００は、反復回数決定ユニット１３４０と
、反復回数決定ユニット１３５０と、さらにを備えてもよい。反復回数決定ユニット１３
４０は、信号対雑音比に基づいてユーザ機器のための伝送反復回数を決定するように構成
される。反復回数決定ユニット１３５０は、伝送反復回数をユーザ機器に伝送するように
構成される。
【００９２】
　図１４は、本開示の実施形態に係る無線通信システムにおける、ＵＥでアップリンクデ
ータ伝送をするための装置１４００を模式的に示す。装置１４００は、指示受信ユニット
１４１０と、参照信号伝送ユニット１４２０と、を備えてもよい。指示受信ユニット１４
１０は、新型参照信号のための指示を基地局から受信するように構成され、新型参照信号
は、従来の参照信号と周波数領域で同じロケーションを有する。参照信号伝送ユニット１
４２０は、チャネル推定に使用するため、新型参照信号と従来の参照信号とを基地局に伝
送するように構成される。
【００９３】
　本開示の実施形態において、新型参照信号は、従来の参照信号と時間領域で異なるロケ
ーションを有してもよい。
【００９４】
　さらに、装置１４００は、伝送反復回数に基づいて信号を伝送するため、基地局から伝
送反復回数を受信するように構成された反復回数受信ユニット１４３０をさらに備えても
よい。
【００９５】
　本開示の他の実施形態において、参照信号伝送ユニット１４２０は、物理アップリンク
共有チャネルリソースがユーザ機器のためにスケジュールされているときに、新型参照信
号を伝送するようにさらに構成されてもよい。
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【００９６】
　装置１１００乃至１４００が、図３Ａ乃至図４Ｂを参照して説明した機能を実行するよ
うに構成されてもよいことに留意すべきである。それゆえ、これらの装置内のモジュール
の操作の詳細については、図３Ａ乃至図４Ｂを参照して方法の各ステップに関してなされ
た説明を参照することができる。
【００９７】
　さらに、装置１１００乃至１４００の構成要素が、ハードウェア、ソフトウェア、ファ
ームウェア、及び／又はそれらの組み合わせで具現化することができることにさらに留意
すべきである。例えば、装置１１００乃至１４００の構成要素がそれぞれ、回路、プロセ
ッサ、又は選択された他の適切な装置により実現されてもよい。当業者は、前述の例が説
明のためだけのものであって、限定のためのものではないということを理解するだろう。
【００９８】
　本開示のいくつかの実施形態において、装置１１００乃至１４００のそれぞれが少なく
とも１つのプロセッサを備えてもよい。本開示の実施形態での使用に適した少なくとも１
つのプロセッサは、例として、既知又は将来開発される、一般的なプロセッサと特別な用
途のためのプロセッサとのいずれを含んでもよい。装置１１００乃至１４００のそれぞれ
は少なくとも１つのメモリをさらに備える。少なくとも１つのメモリは、例えば、ＲＡＭ
、ＲＯＭ、ＥＰＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、フラッシュメモリ装置のような半導体メモリデバ
イス、を含んでもよい。少なくとも１つのメモリは、コンピュータ実行可能命令のプログ
ラムを格納するために使用されてもよい。プログラムは、高水準及び／又は低水準のコン
パイル可能な又は変換可能なプログラミング言語で記述されうる。実施形態の通りに、コ
ンピュータ実行可能命令は、少なくとも１つのプロセッサとともに、装置１１００乃至１
４００を、少なくとも図３Ａ、３Ｂ、４Ａ及び４Ｂをそれぞれ参照して述べられた方法に
従って動作を実行させるように構成されている。
【００９９】
　さらに、図１５Ａ、１５Ｂ、１６Ａ及び１６Ｂは、本発明の実施形態と従来技術の既存
の解決策で行ったシミュレーション結果をさらに示す図である。シミュレーションで使用
されたパラメータを表１に記載する。
【０１００】
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【表１】

【０１０１】
　図１５Ａ及び１５Ｂは、０ｄＢの電力オフセット及び３ｄＢの電力オフセットの異なる
スキームでのシミュレーション結果を示す。３つのスキームは、Ｒｅｌ．８　ＣＲＳを基
にしたチャネル推定、Ｒ１－１３０２３７で提案されたＲｅｌ．１０　ＤＭＲＳを基にし
たチャネル推定、及び本開示で提案されたＭＴＣＲＳを基にしたチャネル推定、を含む。
図１５Ａ及び１５Ｂから、本開示で提案されたＭＴＣＲＳを基にしたチャネル推定が、０
ｄＢの電力オフセットと３ｄＢの電力オフセットとは関係なく、他の従来技術のスキーム
よりも常に優れていることが明らかである。これは、ＭＴＣＲＳを基にしたチャネル推定
では、チャネル推定が新たに導入されたＭＴＣＲＳと従来の参照信号の両方に基づいて実
行され、高精度のチャネル推定が提供されるからである。
【０１０２】
　図１６Ａ及び１６Ｂは、電力オフセットが０ｄＢに設定されたときの、０Ｈｚの周波数
オフセットと１００Ｈｚの周波数オフセットでの３つの異なるスキームの性能のシミュレ
ーション結果を示す。３つのスキームは、図１５Ａ及び１５Ｂにおける方式といくらか異
なっており、シングルのサブフレームチェスト（ｓｉｎｇｌｅ　ｓｕｂ－ｆｒａｍｅ　ｃ
ｈｅｓｔ）と、Ｒｅｌ．８　ＣＲＳとに基づいた第１のチャネル推定スキームと、シング
ルのサブフレームチェストと本発明で提案されたＭＴＣＲＳとに基づいた第２のチャネル
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推定スキームと、１０のサブフレームチャネル推定とＲｅｌ．８　ＣＲＳとに基づいた第
３のチャネル推定スキームと、を含む。
【０１０３】
　本開示で提案された第２のチャネル推定スキームが、周波数オフセットがある場合と周
波数オフセットがない場合の両方で、第１のチャネル推定スキームよりも優れた性能を達
成することができたことが明らかである。共に同じシングルのサブフレームチェストを使
用した場合に、本開示で提案された第２のチャネル推定スキームが、常に精度を高くする
ことができ、それゆえに、要求される反復回数がはるかに低い。
【０１０４】
　さらに、周波数オフセットがある場合、本開示で提案された第２のチャネル推定スキー
ムがまた、１０のサブフレームチャネル推定を使用する第３のチャネル推定スキームより
も優れていることがわかる。しかしながら、周波数オフセットがない場合では、第３のチ
ャネル推定は、第２のそれよりもいくらか優れた性能を達成する。これは、第３のチャネ
ル推定スキームが、周波数オフセットが高い場合に、位相エラーの蓄積を追跡することが
できない、１０のサブフレームチャネル推定を採用しているからである。従って、本発明
では、非常に低いＳＮＲを伴うＵＥ（例えば、ＭＴＣ　ＵＥ）をＬＴＥネットワークで使
用し、優れた性能を達成することができることは明らかである。
【０１０５】
　当業者は、ここで与えられたダウンリンク／アップリンクＭＴＣＲＳパターンとマッピ
ングが例示のみを目的としたものであり、本開示の範囲及び精神を逸脱することなく、多
くの他の代替パターンを使用できることを理解することができる。
【０１０６】
　さらに、本開示の実施形態はＭＴＣを参照して説明されていることを理解することがで
きるが、本発明はこれに限定されることなく、本発明はＬＴＥシステムでの低ＳＮＲを伴
ういかなる通信で使用されうる。
【０１０７】
　さらに、上記の説明に基づいて、当業者は本開示が装置、方法、又はコンピュータプロ
グラム製品で具現化されることを理解するであろう。一般的に、様々な例示的実施形態は
、ハードウェア又は特殊目的回路、ソフトウェア、ロジック又はこれらの任意の組み合わ
せで実現されてもよい。例えば、いくつかの態様は、ハードウェアで実現され、他の態様
は、コントローラ、マイクロプロセッサ又は他のコンピューティングデバイスによって実
行されるファームウエア又はソフトウエアで実装することができる。しかし、本開示はこ
れに限定されない。本開示の例示的な実施形態の様々な態様は、ブロック図、フローチャ
ート、又はいくつかの他の描写で表した表現として図示及び記載されているが、ここで記
載されたこれらのブロック、装置、システム、技術または方法は、非限定的な例として、
ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、特殊目的回路又はロジック、汎用目的の
ハードウェア又はコントローラ又は他のコンピューティングデバイス、またはそれらの組
み合わせなど実施されてもよいことを十分に理解できる。
【０１０８】
　添付の図面に示される様々なブロックは、方法のステップとして、及び／又はコンピュ
ータプログラムコードの動作による動作として、及び／又は関連する（複数の）機能を実
行するために構築された複数の結合論理回路要素として見なされうる。少なくとも開示さ
れた例示的な実施形態のいくつかの態様は、集積回路チップ及びモジュール等の様々なコ
ンポーネントにおいて実施されてもよく、この開示の例示的実施形態は、本開示の例示的
実施形態に従って動作するように構成することが可能な集積回路、ＦＰＧＡ、又はＡＳＩ
Ｃとして実施される装置において具体化されてもよい。
【０１０９】
　本明細書は多数の具体的な実施例の詳細を含むが、一方でそれらは、いすれかの開示又
は請求されうるものの範囲を限定するものとして構成されるべきでなく、むしろ特定の開
示の特定の実施形態において特有な特徴の記載として構成されるべきである。別個の実施
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形態に照らして本明細書において記載された特定の特徴も、１つの実施形態において組み
合わて実施されうる。逆に、１つの実施形態に照らして記載された様々な特徴はまた、複
数の別々の実施形態において又はいくつかの適当な副次的組み合わせにおいて実施されて
よい。さらに、特徴は、上記のように特定の組み合わせにおける作用として説明され、そ
のように最初に請求されてよいが、請求された組み合わせからの１又は複数の特徴は、い
くつかの事例において組み合わせから削除されてよい。そして、請求された組み合わせは
、副次的組み合わせ又は副次的組み合わせの変形例を対象にしてよい。
【０１１０】
　同様に、動作は、特定の順序で図面に示されているが、このことは、望ましい結果を得
るために、このような動作が特定の順序又は順番で実施される、又は、すべての図示され
た動作が実施される必要があると理解すべきではない。特定の状況において、マルチタス
ク及び並列処理は有利となりうる。さらに、上述の実施形態における様々なシステムの構
成要素の分離は、すべての実施形態においてそのような分離が必要であると理解すべきで
はない。また、記載されたプログラム構成要素及びシステムは、一般的に、１つのソフト
ウェア製品において一緒に統合され又は複数のソフトウェア製品に包括されうると理解す
べきである。
【０１１１】
　添付図面と併せて読んだならば、本開示の上述した例示的な実施形態に対する様々な修
正、適用は、上述した説明の観点で当業者に明らかになるだろう。任意及びすべての修正
は、本開示の非限定及び例示的実施形態の範囲に依然として含まれる。また、本明細書で
説明された本開示の他の実施形態は、開示のそれら実施形態が上述の記載及び関連する図
面において提供された教示の利益の具備に関係すると当業者に思わせるだろう。
【０１１２】
　従って、本開示の実施形態が開示された特定の実施形態に限定されないこと、及び、修
正及び他の実施形態が添付の特許請求の範囲に含まれるよう意図されていることを理解す
べきである。特定の用語が本明細書で使用されているが、それらの用語は、限定の目的で
はなく、一般的及び説明的意味のみで使用されている。
【０１１３】
（付記）
（付記１）
　ユーザ機器のための伝送反復回数を決定することと、
　前記ユーザ機器が前記伝送反復回数を得て、それに基づいて信号を復調することができ
るように、前記伝送反復回数を前記ユーザ機器に伝送することと、
　を備える、無線通信システムにおけるダウンリンクデータ伝送のための方法。
【０１１４】
（付記２）
　レガシー参照信号と周波数領域で同じロケーションを有する参照信号のための指示を前
記ユーザ機器に伝送することと、
　チャネル推定に使用するため、前記参照信号と前記レガシー参照信号とを前記ユーザ機
器に伝送することと、
　を備える付記１に記載の方法。
【０１１５】
（付記３）
　前記参照信号は前記レガシー参照信号と時間領域で異なるロケーションを有する付記２
に記載の方法。
【０１１６】
（付記４）
　前記参照信号は、物理ダウンリンク共有チャネルリソースが前記ユーザ機器のためにス
ケジュールされているときに伝送される付記２に記載の方法。
【０１１７】
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（付記５）
　前記ユーザ機器に、前記参照信号と前記レガシー参照信号とを伝送するためのアンテナ
ポートの番号を指示するアンテナポートカウントを送信することをさらに備える付記２に
記載の方法。
【０１１８】
（付記６）
　伝送反復回数を受信することを備え、
　信号の復調が前記伝送反復回数に基づいて実行される、無線通信システムにおけるダウ
ンリンクデータ伝送のための方法。
【０１１９】
（付記７）
　レガシー参照信号と周波数領域で同じロケーションを有する参照信号のための指示を受
信することと、
　前記指示に応じて前記参照信号と前記レガシー参照信号とを受信することと、
　前記参照信号と前記レガシー参照信号の両方に基づいてチャネル推定を実行することと
、
　を備える付記６に記載の方法。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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